
2009/06/26 

前回のおさらい 

(○ファイルの拡張子) 

○ページ設定，書式(含む文字飾り)，表示形式 

確認問題 

Excel の適当なセルに日付を入力し、平 21年 06 月 07 日(Sun)と表示されるように表示形式

を変更せよ。 

Excel の適当なセルに、内部形式が『-40000』で、表示形式が『-40,000$』である状態を実

現せよ。 

 

表示形式(続) 

(4)全角文字列としての数字の入力 

 入力データを文字列として強制的に入力 →’(半角アポストロフィー)を最初に入力 

注意 インターネット上に Excel の表示形式の辞書が無数にある。 

 

印刷範囲 

印刷するセル範囲を選択 →メニューバーの印刷範囲 →印刷範囲の設定 

注意 印刷プレビューを１度実行すると、Excel 画面上にページの区切りが点線で表示され

る。これを利用してセルの大きさを調整する。 

注意 印刷範囲を設定しない場合、入力データのあるセルを含む最小の長方形が印刷範囲

に自動で設定される。 

 

関数 

セル範囲に入力されたデータなどをもとに自動で行う処理命令のこと 

注意 数学の関数とは概念が異なる。Excel の関数は手順や命令 

○関数の入力場所 関数の処理結果を表示したいセルに関数を入力 

○関数の入力方法 ①直接入力 →セルに関数を直接書き込む 

 →必要なデータ(セル範囲など)はマウス選択で設定 

         ②関数メニュー →メニューバーの挿入 →関数 

 →関数を選択して OKをクリック 

→必要なデータ(セル範囲など)はマウス選択で設定 

 

以下関数の使い方による分類 

基本形 1 

単純形 

=関数名(オプション,データ) 



例題 合計 (2 つの入力方法で設定を試みて、入力方法についてマスターしなさい。) 

   =SUM(データ範囲) 

   =SUM(A1:A10) 

   =SUM(A1,A3,A5,A7,A9) 

   =SUM(2.0,2.1,2.7,1.9) 

注意 関数は入力データが変更されるたびに処理を再実行する。 

注意 インターネット上に Excel 関数の辞書が無数にある。 

    →第 4回レポートに回答するときは必要な関数を自分で調べること！ 

基本形 2 

入れ子(ミスト)形 ⇒関数のデータ部分に関数を用いることも可能 

=関数名①(関数①のオプション,関数名②(関数②のオプション,関数②のデータ)) 

例題 最大値 

   =MAX(データ範囲) 単純形 

   =MAX(A1:A10) 単純形 

   =MAX(A1,A3,A5,A7,A9) 単純形 

   =MAX(2.0,2.1,2.7,1.9) 単純形 

   =MAX(SUM(A1:A10),SUM(B1:B10)) 入れ子形 

基本形 3 

論理型 ⇒IF,AND,OR 

=IF(判定のための論理式,論理式が真の場合の処理法,論理式が偽の場合の処理法) 

=AND(論理式①,論理式②,論理式③,・・・) 全ての論理式が真のときのみ真 

=OR(論理式①,論理式②,論理式③,・・・) 少なくとも 1 つの論理式が真のとき真 

例題 =IF(A1>=90,”正常”,”要注意”) 

   =IF(OR(A1=”男子”,A1=”男性”),SUM(A2:A10),”男性ではありません”) 

問題 水尾作成の基本動作練習用ファイルの例で英語と数学の得点が共に 60 点以上であれ

ば合格、そうでなければ不合格と表示される関数を設定せよ。 

基本形 4 

条件付処理型 ⇒ある項目が条件に合うものだけ処理を行う 

例題 条件付合計 

   =SUMIF(条件検索範囲,条件,合計) 

   =SUMIF(A1:H1,”男性”,A2:H2) 

問題 水尾作成の基本動作練習用ファイルの例で学籍番号が 1 桁の学生の英語の得点の合

計を計算する関数を設定せよ。 

注意 条件付処理型の関数の条件が数式であるときも””で囲むこと。 

基本形 5 

データベース型 ⇒計算処理を行う際に幾つかの条件に合うもののみを選出して計算の処



理を行う場合 

         注意 条件が簡単な場合には IF 関数，SUMIF 関数でもできる。 

例題 条件付合計 

   =DSUM(処理テーブル,処理対象のフィールド番号,条件テーブル) 

   =DSUM(A1:D10,2,A13:B14) 

注意 処理テーブルや条件テーブルには必ず項目名の部分も含めること！ 

問題 水尾作成の基本動作練習用ファイルの例で学籍番号が 1桁で数学の点が 50 点以下の

学生の英語の得点の合計を計算する関数を設定せよ。 

基本形 6 

配列数式型 とても便利だが難しいので省略 →自身のある人は自学せよ。 

 

主要な関数 

以下関数の機能による分類 

① 論理式 

② 加減乗除 

③ 個数(“欠席”の入力があるセルの個数を求めたり) 

④ 順位(昇順に順位を求めたり) 

⑤ 端数(数値の切り捨てなど) 

⑥ 日付・時間・期間 

⑦ 文字列操作 

⑧ その他 

以下関数の利用分野による分類 

① 財務 

② 日付/時刻 

③ 数学/三角 

④ 統計 

⑤ 検索/行列 

⑥ データベース 

⑦ 文字列操作 

⑧ 論理 

⑨ 情報 

⑩ ユーザー定義 

 

関数のコピー 

関数を例えば右隣のセルにコピーしたとき、条件に用いているセル範囲も 1 つ右隣に移動

させられる。 



コピーを行ったときに自動的に変更されたくないセル範囲には$を付け加える。 

例 $A$3:$B$7 

例題 C1 セルに=SUM(A1:B1)と設置し、それを C2セルから C5 セルまでコピーせよ。 

   また、C1 セルに＝B1/SUM(B1:B5)と設置し、それを C2セルから C5 セルまでコピーし

た場合はどの様になるか？ 

  A B C 

1 5 10   

2 60 20   

3 40 40   

4 20 50   

5 10 60   

 

表示形式の補足 

水尾作成の基本動作練習用ファイルの例で睡眠時間の合計を求める関数を設定せよ。 

注意 時刻の表示は 24：00：00 まで 

テクニック 時刻の表示形式の時間 hhを鍵括弧[]で囲むと 24 時間以上も表示可能 

 

第 4 回目のレポート 

6 月 26 日(金)の 15：00 に掲示(本部棟掲示板＋水尾のウェブサイト) 

 

6 月 26 日の講義最終確認 

① Wiz にログイン 

② 伝言メモを確認し、6 月 26 日講義用の最終確認質問を読む。 

③ その回答を伝言メモで水尾に送信 

 


